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９月の町議会定例会で、令和４年度の決算が認定されました。

今回は、令和４年度の主な事業を、総合計画の７つの基本目標に基づき
ご紹介します。
また、斑鳩町の財政状況についてもご紹介します。

【問合せ】政策財政課（☎内線253）

⃝消防指令車を更新
⃝拡張性・汎用性の高いデジタル防災行政無線システムを構築
⃝�新型コロナウイルス感染症や物価高騰の影響を受けている町
民や町内事業者への支援を図るため、水道料金の基本料金を
一定期間免除
⃝�河川への雨水の急激な流出を抑制し、浸水被害の軽減を図る
貯留施設の整備に向け、測量設計等を実施

⃝�デジタル技術を活用し、町民の質問に対してAI が自動応答するAI チャットボットを導入
⃝�マイナンバーカードを用いて申請を行うことが想定される子育てや介護等の手続きのオンライン化を可能
とする申請管理システムを構築
⃝�斑鳩町町営住宅長寿命化計画に基づき、長田団地Ｂ棟の屋根および外壁等改修工事を実施

⃝�目の異常の早期発見・治療につなげるため、３歳児健診に精度
の高い屈折検査機器を導入

⃝�保護者の利便性向上などを図るため、町立保育所に保育支援シ
ステムを導入

⃝�小中学校および幼稚園の和式トイレの洋式化および自動水栓
や自動照明への切替など感染症対策を実施

⃝�物価高騰等に対応するため、小中学校給食費の一定期間無償化
や小中学校および幼稚園の給食補助金増額の実施

⃝�令和６年４月開園予定の幼保連携型認定こども園の整備を支
援

消防指令車

保育支援システム

令和令和44年度年度 決算報告決算報告

安全・安心にくらせるまちにします1

コンパクトで質の高い持続可能なまちにします2

子どもの未来が輝くまちにします3
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⃝�集団・個別接種により新型コロナウイルス感染症のワクチン
接種を実施
⃝�聴力機能低下により日常生活に支障がある高齢者に対し、補
聴器購入費用の一部を助成
⃝�利用者が自ら操作して本の貸出が行える図書館の自動貸出シ
ステムを整備
⃝�町内在住の家族を対象にいかるが溜池ふれあいファミリー
ジョギングを開催

⃝協働のまちづくり活動提案制度により、住民活動団体の事業に補助金の交付や事業協力を実施
⃝ふれあい交流センターいきいきの里の空調設備を更新
⃝二十歳という人生の節目を迎える未来を担う青年の門出を祝い励ますため、二十歳のつどいを開催
⃝（仮称）龍田西地区地域交流館の整備に向け、用地取得や建物の設計を実施

⃝�聖徳太子を偲
しの
び、斑鳩町への誇りと愛着を深めるために、「和

のあかりと未来へのひかり」を実施
⃝�新型コロナウイルス感染症や物価高騰の影響を受けている町
民生活を支援し、地域経済の回復につなげるため、町内店舗
で利用できる「斑鳩町生活応援券」を発行
⃝�本町での創業を促進することで観光および産業の振興を図る
ため、創業支援員による相談等の創業支援事業を実施
⃝�いかるが溜池周遊道路の来訪者用駐車場を整備

⃝いかるがホール小ホールの音響機材等を更新
⃝�昭和54年に発刊された斑鳩町史について、近年発展のあった事項を記述するとともに、誰にでも読みやす
いように編さんし、「新修　斑鳩町史　上巻」を発刊
⃝�史跡中宮寺跡の活用を促進するため、ゴールデンウィークの時期に文化財関連のイベントを開催し、町民
から提供されたこいのぼりを掲揚

ファミリージョギング

和のあかりと未来へのひかり

誰もが健やかに生き生きとくらせるまちにします4

つながりを大切にするまちにします5

魅力に満ちた活力あるまちにします6

悠久の歴史と文化、自然を大切にするまちにします7
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7億2,725万円の黒字
※「歳入」-「歳出」-「翌年度への繰越」

前年度比

前年度比 １億２，８９９万円 前年度比 ２億２，２２１万円

▲６，８３５万円
▲８．６％

＋1.1％ ＋2.1%

114億1,034万円 106億5,541万円歳入 歳出

※表中の金額は、表示単位未満を四捨五入して表示しているため、合計、差し引きとその内訳が一致しない場合があります。

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 収支差引額
一 般 会 計 114億1,034万円 106億5,541万円 7億5,493万円
国民健康保険事業特別会計 28億8,215万円 29億3,357万円 ▲5,143万円
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

（保険事業勘定） 25億6,983万円 24億6,467万円 1億0,517万円

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計
（介護サービス事業勘定） 1,332万円 1,073万円 259万円

後期高齢者医療特別会計 5億5,628万円 5億5,621万円 7万円
合　　　計 174億3,193万円 166億2,059万円 8億1,134万円

地方交付税
国が配分したお金
32億3,822万円

国・県支出金
25億4,773万円

繰越金
8億4,816万円

地方消費税交付金
　地方消費税から
　配られたお金
5億5,794万円

従来分 ２．3億円
社会保障財源分
 3.3億円

地方交付税
国が配分したお金
32億3,822万円

国・県支出金
25億4,773万円

繰越金
8億4,816万円

地方消費税交付金
　地方消費税から
　配られたお金
5億5,794万円

従来分 ２．3億円
社会保障財源分
 3.3億円

町債
　国や銀行から
　借りたお金
4億5,740万円 諸収入 1億5,587万円

使用料および手数料 1億5,626万円

その他 3億5,004万円
［森林環境譲与税　302万円］

町税
30億9,872万円

町民税 15.4億円
固定資産税 12.2億円
都市計画税 1.3億円
　　　　　　　　　など
※都市計画税は、目的税
　として下水道の整備な
　ど都市計画事業にあて
　られます。

扶助費
　医療費助成金など
20億5,055
万円

人件費
19億369万円

繰出金
　国民健康保険などの
　特別会計への支出
13億2,185万円

補助費等
　各種団体への補助金や
　負担金など
14億4,489万円

公債費
　借りたお金の返済
9億1,369万円

普通建設事業費
　道路・施設の整備など
8億789万円

維持補修費
　施設の修理など
9,455万円

積立金 2億4,614万円

貸付金 13万円

物件費
　光熱水費・消耗品費・
　委託料など
18億7,203万円

人件費
19億369万円

繰出金
　国民健康保険などの
　特別会計への支出
13億2,185万円

補助費等
　各種団体への補助金や
　負担金など
14億4,489万円

公債費
　借りたお金の返済
9億1,369万円

物件費
　光熱水費・消耗品費・
　委託料など
18億7,203万円

令和
４年度 斑斑鳩町の鳩町の財財政状況政状況

一 般 会 計 決 算

会 計 別 決 算
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■
実
質
単
年
度
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支

　
そ
の
年
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収
入
で
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の

年
の
支
出
を
賄
う
こ
と
が

で
き
た
か
を
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す
指
標
。

当
該
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の
実
質
収
支
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ら
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収
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を
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し
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た
「
単
年
度
収

支
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、
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で
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、
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で
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さ
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■
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支
比
率

　
財
政
状
況
の
弾
力
性
を

示
す
指
標
。
経
常
的
な
一

般
財
源
（
町
税
や
普
通
交

付
税
な
ど
）
に
対
し
て
、

固
定
的
に
支
出
さ
れ
る
経

費
（
人
件
費
や
扶
助
費
、

公
債
費
な
ど
）
に
使
わ
れ

た
一
般
財
源
が
占
め
る
割

合
を
あ
ら
わ
す
。

　早期健全化基準以上と
なった場合には、財政健全
化計画または財政再生計画
を策定し、財政再建に取り
組む必要があります。斑鳩
町ではすべての指標におい
て「早期健全化基準」を大
きく下回っています。
　今後も財政の健全化に努
めていきます。

　
基
金
残
高
が
増
加
す
る
な
か
、
町
債
残
高

は
年
々
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、
平
成
30
年

度
と
比
較
す
る
と
約
14
億
８
千
万
円
、
単
年

度
平
均
で
約
３
億
７
千
万
円
の
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
財
政
運
営
の
良
し
悪
し
を
判
断
す

る
指
標
と
し
て
、
実
質
単
年
度
収
支
と
経
常

収
支
比
率
が
あ
り
ま
す
。
実
質
単
年
度
収
支

は
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平
成
30
年
度
以
降
は
４
年
連
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で
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字

と
な
り
ま
し
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が
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令
和
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年
度
は
、
令
和

３
年
度
の
実
質
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が
大
幅
に
増
加
し
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こ
と
や
物
価
高
騰
対
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ど
に
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り
組
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だ
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り
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ま
し
た
。
経

常
収
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比
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は
、
平
成
30
年
度
と
比
較
す
る
と
2.4
ポ
イ
ン
ト
改
善

し
て
い
ま
す
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今
後
も
引
き
続
き
、
各
種
事
業
の
見
直
し
な
ど
に

よ
る
経
常
的
経
費
の
縮
減
や
歳
入
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保
を
徹
底
し
、
持
続
可
能
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行
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政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

指　　　　　　標 令和４年度 早期健全
化基準

財政再生
基準

実質
赤字比率

標準財政規模に対して、一般会
計などの赤字が占める割合 赤字

なし

14.17% 20%

連結実質
赤字比率

標準財政規模に対して、すべて
の会計の赤字が占める割合 19.17% 30%

実質公債
費比率

標準財政規模に対して、地方債
（国や銀行などからの借入金）
の1年間の返済額が占める割合

7.8％
（前年度比+0.5％） 25% 35%

将来負担
比率

標準財政規模に対して、将来負
担すべき負債の割合

18.6％
（前年度比▲6.3％） 350%

0
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（万円）

基金・町債の推移

452
8,736 9,071

58,294

△ 6,655
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実質単年度収支の推移（万円）
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92.5
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93.5
94.0

30年度 元年度 2年度 3年度 4年度

経常収支比率の推移（％）

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
■ 基金
（貯金） 250,155 252,607 253,236 284,981 308,284
■ 町債
（借金） 888,954 873,687 831,129 783,894 740,906

■ 基金（貯金）　　■ 町債（借金）

健 全 化 判 断 比 率 いずれの指標も国の基準を下回り、財政状況は健全 !

一 般 財 政 指 標会 計 の
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の
結
果
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　令和４年度の決算額は、総収益が６億
8,371万4,053円、総費用が６億9,839
万2,657円、差引き1,467万8,604円（前
年度純利益3,420万1,678円）の当期純
損失となりました。

■ 事業の概要

■ 建設改良工事の概要

■ 経理状況
イ . 損益計算書【令和４年４月１日～令和５年３月31日】

ロ . 貸借対照表【令和５年３月31日現在】

（単位 : 円）

（単位 : 円）

県営水道の依存率は100％です。
有収率は、給水量に対する料金収入となる水量の割合で、
有収率が高いほどムダな水が少ないことになります。
（令和３年度全国平均は90.1％）

●�下水道工事等の他事業と連携し、配水管の整備を実施
しました。（総延長2,614ｍ）

《公共下水道事業との連携》
場　　　　所 延　長

目安４丁目、龍田南４丁目、目安北２
丁目、龍田西５丁目、法隆寺北２丁目、
法隆寺東１丁目

1961ｍ

《配水管新設工事》
場　　　　所 延　長

龍田３丁目・龍田南５丁目 102ｍ

《老朽管更新工事》
場　　　　所 延　長

興留６丁目、法隆寺西１・２丁目、
興留９丁目、大字三井・岡本 551ｍ

配水設備改良費計 231,725千円

令和４年度 令和３年度
総 給 水 戸 数 11,553戸 11,496戸

総　給　水　量 3,028,449㎥ 3,056,827㎥

総 有 収 水 量 2,805,197㎥ 2,847,238㎥

有　　収　　率 92.6% 93.1%

借　　　　方 貸　　　　方
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

〔1〕水道事業費用 698,392,657 〔1〕水道事業収益 683,714,053
　⑴ 営業費用 679,947,402 　⑴ 営業収益 541,164,693
　⑵ 営業外費用 18,445,255 　⑵ 営業外収益 142,549,360

　
〔2〕当年度純損失 14,678,604

合　　　計 698,392,657 合　　　計 698,392,657

借　　　　方 貸　　　　方
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

（資産の部） （負債の部）
〔1〕固定資産 5,314,160,955 [3] 固定負債 1,081,940,664
　⑴ 有形固定資産 5,313,462,455 　⑴ 企業債 1,081,940,664
　⑵ 無形固定資産 250,500
　⑶ 投　資 448,000 [4] 流動負債 249,657,529

　 　⑴ 企業債 95,762,470
　 　⑵ 未払金 133,842,123

〔2〕流動資産 641,219,110 　⑶ 引当金 4,246,000
　⑴ 現金及び預金 475,319,513 　⑷ その他 15,806,936
　⑵ 未収金 160,526,216
　⑶ 貯蔵品 5,373,381 [5] 繰延収益 2,308,453,084

　⑴ 長期前受金 2,308,453,084
　

（資本の部）
[6] 資本金 1,673,277,638
　⑴ 自己資本金 1,673,277,638
[7] 剰余金 642,051,150
　⑴ 資本剰余金 116,481,293
　⑵ 利益剰余金 525,569,857

合　　　計 5,955,380,065 合　　　計 5,955,380,065
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て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
役
場
２
階
情
報
公
開
総
合
窓
口
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
監
査
委
員
室
（
☎
内
線
３
０
５
）

問合せ
上下水道課

（水道事業）
☎0745-74-

1401

令和４年度令和４年度
水道事業会計決算水道事業会計決算
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　令和４年度の決算額は、総収益が
７億1,120万2,172円、総費用が６億
9,927万8,821円、差引き1,192万
3,351円（前年度純利益775万5,852
円）の当期純利益となりました。

■ 事業の概要

■ 建設改良工事の概要

■ 経理状況
イ . 損益計算書【令和４年４月１日～令和５年３月31日】

ロ . 貸借対照表【令和５年３月31日現在】

（単位 : 円）

（単位 : 円）

・下水道管路整備工事
　　工事延長	 3,585m　
　　事 業 費	 398,399千円
・奈良県流域下水道建設費負担金
　　負 担 額 	 5,645千円

■ 汚水処理量と接続件数の推移

令和４年度 令和３年度
計画区域内人口 28,087人 28,174人
供 用 面 積 269ha 260ha
処理区域内人口 19,567人 18,917人
普 及 率 69.7％ 67.1％
年間汚水処理量 1,338,228㎥ 1,303,804㎥

借　　　　方 貸　　　　方
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

〔1〕下水道事業費用 699,278,821 〔1〕下水道事業収益 711,202,172
　⑴ 営業費用 578,944,472 　⑴ 営業収益 161,600,159
　⑵ 営業外費用 120,324,890 　⑵ 営業外収益 549,602,013
　⑶ 特別損失 9,459 　⑶ 特別利益 0

　 　
〔2〕当年度純利益 11,923,351 　

合　　　計 711,202,172 合　　　計 711,202,172

借　　　　方 貸　　　　方
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額
（資産の部） （負債の部）

〔1〕固定資産 18,547,768,866〔3〕固定負債 7,814,821,633
　⑴ 有形固定資産 17,210,809,311 　⑴ 企業債 7,814,821,633
　⑵ 無形固定資産 1,336,959,555 　⑵ 他会計借入金 0

〔2〕流動資産 309,805,650〔4〕流動負債 666,032,178
　⑴ 現金及び預金 248,077,653 　⑴ 企業債 476,261,556
　⑵ 未収金 61,744,997 　⑵ 他会計借入金 0
　⑶ 貸倒引当金 △ 17,000 　⑶ 未払金 187,013,722
　⑷ 前払金 0 　⑷ 預かり金 110,900

　⑸ 引当金 2,646,000

〔5〕繰延収益 8,890,500,027
　⑴ 長期前受金 8,890,500,027

（資本の部）
〔6〕資本金 1,459,548,933
　⑴ 自己資本金 1,459,548,933

〔7〕剰余金 26,671,745
　⑴ 利益剰余金 26,671,745

合　　　計 18,857,574,516 合　　　計 18,857,574,516

年度 汚水処理量（㎥） 接続件数（件）
H30 1,142,050 4,076 

R 元 1,203,763 4,302 

R ２ 1,269,864 4,473 

R ３ 1,303,804 4,662 

R ４ 1,338,228 4,824 

　
水
道
事
業
会
計
決
算
審
査
お
よ
び
下

水
道
事
業
会
計
決
算
審
査
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
役

場
２
階
情
報
公
開
総
合
窓
口
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
監
査
委
員
室
（
☎
内
線
３
０
５
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令
和
４
年
度

令
和
４
年
度

下
水
道
事
業
会
計
決
算
審
査

下
水
道
事
業
会
計
決
算
審
査

■ 

審
査
の
結
果

　
令
和
４
年
度
斑
鳩
町
下
水
道
事
業
会
計

決
算
書
類
は
、
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作

成
さ
れ
、
当
事
業
年
度
の
経
営
成
績
お
よ

び
当
事
業
年
度
末
の
財
政
状
態
を
適
正
に

表
示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。
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■ 

審
査
の
結
果

　
令
和
４
年
度
斑
鳩
町
水
道
事
業
会
計
決

算
書
類
は
、
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成

さ
れ
、
当
事
業
年
度
の
経
営
成
績
お
よ
び

当
事
業
年
度
末
の
財
政
状
態
を
適
正
に
表

示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

問合せ
上下水道課

（下水道事業）
☎0745-74-

2406

令和４年度令和４年度
下水道事業会計決算下水道事業会計決算
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●●  

国
保
の
財
政
状
況

国
保
の
財
政
状
況

　
国
保
の
財
源
は
、被
保
険
者
（
世
帯
主
）

が
納
付
す
る
国
保
税
や
県
の
交
付
金
な
ど

か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
国
保
税
は
、

収
入
全
体
の
約
17
．５
％
を
占
め
て
お
り
、

国
保
運
営
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　
令
和
４
年
度
決
算
で
は
、
前
年
度
繰
上

充
用
金
（
累
積
赤
字
分
）
が
歳
出
の
約

2.3
％
を
占
め
、
５
，
１
４
３
万
円
の
赤
字

と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
単
年
度
収
支
で

は
、
約
１
，
６
０
６
万
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
が
、
引
き
続
き
累
積
赤
字
が
大
き

く
、厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

●●  

今
後
の
国
保
財
政

今
後
の
国
保
財
政

　
平
成
30
年
度
か
ら
奈
良
県
も
保
険
者
と

な
り
、
県
単
位
で
国
保
を
運
営
し
て
い
ま

す
。
医
療
費
は
全
額
県
が
負
担
し
、
そ
の

財
源
と
し
て
県
内
市
町
村
は
県
に
納
付
金

を
納
付
し
て
い
ま
す
。
納
付
金
は
被
保
険

者
が
納
め
た
国
民
健
康
保
険
税
で
ま
か
な

●●  

医
療
費
の
状
況

医
療
費
の
状
況

　
令
和
２
年
度
の
一
人
あ
た
り
医
療
費
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
３
年

度
、
令
和
４
年
度
の
医
療
費
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
被
保
険
者
の
高
齢
化
や
医
療
の

高
度
化
な
ど
に
よ
り
、
今
後
も
医
療
費
は

増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
が
、
医
療
費
の

増
加
の
抑
制
の
た
め
に
、
健
康
管
理
や
適

切
な
医
療
受
診
な
ど
自
分
に
で
き
る
こ
と

か
ら
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

●● � �

国
保
財
政
の
健
全
化
に
向
け
た

国
保
財
政
の
健
全
化
に
向
け
た

取
り
組
み（
収
納
体
制
の
強
化
）

取
り
組
み（
収
納
体
制
の
強
化
）

　
税
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

特
別
な
事
情
も
な
く
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
る
滞
納
者
に
は
、
財
産
の
差
し
押
さ
え

な
ど
の
滞
納
処
分
を
含
め
、
厳
正
に
対
応

し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
失
業
、
多
重
債
務
な
ど
の
事
情

に
よ
り
国
保
税
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
人
に
つ
い
て
は
、
生
活
状
況
な
ど
を
考

慮
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
相
談
を
希
望

す
る
人
は
、
国
保
医
療
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

令和４年度令和４年度
国民健康保険国民健康保険
特別会計決算特別会計決算
状況状況
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374,796

328,956

357,114

336,059

354,124

374,796

328,956

357,114

336,059

354,124

（円）

320,000

330,000

340,000

350,000

360,000

370,000

380,000

1人あたりの医療費の推移

収入

国保税
17.5％

県支出金
74.1％

繰入金
8.1％

諸収入 0.1％ 使用料及び手数料 0.１％

国庫
支出金
0.1％ 支出

保険給付費
68.1％

国民健康
保険事業
費納付金
27.4％

諸支出金
0.1％

保健事業費
0.7％
前年度
繰上充用金
2.3％

総務費
1.4％

歳出　29億3,357万円歳入　28億8,215万円

令和４年度
決算状況

わ
れ
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
に
は
、
県
内
市
町
村
で
保

険
税
率
の
統
一
化
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

今
後
も
適
切
な
税
率
の
設
定
や
効
率
的
な

事
業
の
実
施
な
ど
を
行
い
、
安
定
的
な
財

政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

医療費の負担を減らす取り組み
①�同じ病気で、複数の医療機関を受診する「重複
受診」はやめましょう。

②�日ごろから相談できるかかりつけ医やかかりつ
け薬局を持ちましょう。

③ジェネリック医薬品を利用しましょう。
④�生活習慣病の予防や早期発見のため、健康診査
を受けましょう。

問合せ
国保医療課
（☎内線114）


